
  

 

 
 
 

 
 

の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

７
月
２
１
日 

市
駅
前
・
吉
宗
像
前
宣
伝
、
連
携
中
枢
都
市
圏

自
治
体
交
流
会
、
庁
内
国
連
報
告
冊
子
普
及 

２
２
日 

視
力
障
害
者
生
活
守
る
会
、
市
民
連
合
講
演
会 

障
害
者
夏
祭
り 

２
３
日 

ウ
オ
ー
ク
、
地
域
訪
問 

 
 

２
４
日 

河
西
無
料
生
活
相
談
、
地
域
訪
問 

２
５
日 

会
議 

２
６
日 

地
域
訪
問
（
西
脇
） 

２
７
日 

市
駅
前
無
料
生
活
相
談
、
団
会
議
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
対
策
会
議 

 
 
 
 
 

 

リレートーク  Relay talk  リレートーク 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
la

y
 T

a
lk
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７
月
３０
日
（
日
）
午
後
６
時
３０
分
か

ら
、
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
山
口
・

滝
畑
産
廃
問
題
の
学
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
「
え
っ
！
市
議
会
も
反
対
決
議
を

上
げ
た
の
だ
か
ら
、
も
う
終
わ
っ
た
の
で

は
？
」と
思
っ
て
お
ら
れ
る
か
も
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
業
者
は
現
在
、
計
画
を
押
し
通
そ

う
と
、
県
に
林
地
開
発
の
事
前
協
議
を
申

請
中
で
す
。 

 

ま
た
、
７
月
１２
日
、
和
歌
山
市
は
事
業

者
に
対
し
、
紛
争
予
防
条
例
上
に
記
載
さ

れ
て
い
る
「
指
導
・
助
言
」
文
書
を
提
出
し

て
い
ま
す
。 

場
合
に
よ
り
こ
の
夏
～
秋
に
か
け
て
、

本
申
請
へ
と
突
っ
走
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
、
油
断
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

す
で
に
闘
い
は
６
年
が
経
過
し
、
１６
万
筆

に
も
及
ぶ
署
名
が
集
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
努
力
を
実
ら
せ
、
何
と

し
て
も
計
画
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
い
と
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
和
歌
山
市
の
環
境
を
考
え
る

会
、
和
歌
山
市
大
運
動
実
行
委
員
会
、
和

歌
山
県
革
新
懇
の
主
催
で
、
姫
路
市

の
夢
前
（
ゆ
め
さ
き
）
町
で
繰
り
広
げ

ら
れ
て
き
た
産
廃
反
対
運
動
に
学
び

た
い
と
現
地
か
ら
講
師
を
招
き
学
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

夢
前
町
で
は
、
市
民
の
大
き
な
闘
い

が
事
業
者
内
部
で
の
矛
盾
を
引
き
起

こ
し
、
県
が
林
地
開
発
を
不
許
可
に

し
、
実
質
上
計
画
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
て

い
ま
す
。 

ま
だ
、
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
に
気

付
い
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
な
ら
早
急

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
っ
か
り
と
学
び
、
生
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

山口産廃問題学習会 

日時 ７月 30日（日）午後 6時３０分 

場所 北コミュ二ティーセンター（直川） 

報告 入江次郎氏（兵庫県議会議員） 

   兵庫県姫路市夢前産廃の闘いの報告  

   栗本敬一郎氏（山口地区連合自治会

産廃対策委員）                    

 

 

東
京
都
議
選
で
自
民
党
惨
敗
の
深
層
を
考
え
る
日
刊
赤
旗

１７
日
付
「
政
治
考
」の
二
人
の
教
授
の
話
を
紹
介
し
ま
す
。 

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
の
宇
野
重
規
教
授
（政
治
学
）

は
「
森
友
・
加
計
疑
惑
、
若
手
議
員
の
暴
言
や
稲
田
防
衛
相
の

失
言
な
ど
が
重
な
っ
た
が
、
根
本
で
は
自
民
党
の
相
対
的
な
実

質
基
盤
の
弱
さ
が
も
ろ
に
出
た
」
と
指
摘
。
「安
倍
政
権
の
や
り

た
い
こ
と
は
、
結
局
、
憲
法
改
正
で
あ
っ
て
、
日
本
社
会
の
未
来

な
ど
見
て
い
な
い
。
改
憲
の
た
め
に
支
持
率
を
維
持
す
る
。
そ
の

た
め
に
は
株
価
で
あ
り
、
円
安
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
に
集
約

さ
れ
る
日
本
社
会
の
持
続
可
能
性
、
国
民
の
日
々
の
生
活
は
放

置
さ
れ
、
深
刻
に
棄
損
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う
政
治
に
対
す

る
不
安
、
前
途
の
み
え
な
さ
に
対
す
る
根
本
的
な
憤
り
が
噴

出
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。 

都
議
選
か
ら
１
週
間
後
、
ア
ベ
氏
推
奨
の
読
売
新
聞
の
世
論

調
査
で
「
内
閣
支
持
率
続
落
３
６
％
、
不
支
持
最
高
５
２
％
」と

１
面
ト
ッ
プ
。
さ
ら
に
１４
日
付
時
事
通
信
で
「
危
険
水
域
」
と

言
わ
れ
る
２
０
％
台
の
２
９
・
９
％
。
そ
の
直
後
の
Ａ
Ｎ
Ｎ
（
テ
レ

ビ
朝
日
系
）の
２
９
．
２
％
と
続
落
続
き
。 

法
政
大
学
の
名
誉
教
授
の
五
十
嵐
仁
氏
（
政
治
学
）
は
「
共

産
党
が
前
進
し
た
の
は
安
倍
政
治
と
対
峙
し
、
ぶ
れ
る
こ
と
な

く
間
違
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
と
言
い
続
け
て
き
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
結
果
だ
。
安
倍
政
権
と
の
対
決
で
筋
を
通

す
こ
と
が
い
か
に
支
持
を
獲
得
す
る
上
で
重
要
か
と
い
う
こ
と

だ
」
と
強
調
。
共
産
党
が
共
闘
と
い
う
「
受
け
皿
」
を
示
し
て
き

た
重
要
性
を
語
り
ま
し
た
。
（編
集
室
）  

 

 

 

 

一
般
質
問
の
報
告
を
中
断
し
て
、

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
へ
の
参
加
を

呼
び
か
け
ま
す
。
人
類
史
上
初
め
て

核
兵
器
を
違
法
化
す
る
核
兵
器
禁

止
条
約
が
７
日
、
国
連
本
部
で
開
か

れ
て
い
た
「交
渉
会
議
」で
１
２
２
カ
国

（
国
連
加
盟
国
の
６
３
％
）の
賛
成
（保

留
１
反
対
１
）
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
被
爆
者
を
は
じ
め
と
す
る
長

年
の
取
り
組
み
が
結
実
し
ま
し
た
。 

 

条
約
は
核
兵
器
禁
止
の
内
容
と
し

て
核
兵
器
の
「
開
発
、
実
験
、
生
産
、

製
造
、
取
得
、
所
有
、
貯
蔵
」
「使
用
、

使
用
の
威
嚇
」
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
核
抑
止
論
を
否
定

し
た
も
の
と
し
て
大
変
重
要
で
す
。

被
爆
者
に
対
す
る
支
援
を
「
差
別

な
く
十
分
に
提
供
す
る
」
こ
と
も

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
が
日
本
政
府
は
唯
一
の

被
爆
国
政
府
な
の
に
、
条
約
に
背

を
向
け
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党

は
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を

求
め
る
と
と
も
に
、
核
廃
絶
の
先

頭
に
立
つ
政
府
を
つ
く
る
た
め
に

奮
闘
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
急
な
こ
と
で
す
が

日
帰
り
で
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
に
参

加
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
、
原
水
協
か
ら
メ
イ
ン
の
大
会
に

２
度
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

長
崎
・
広
島
大
会
を
大
き
く
成
功
さ
せ
核

兵
器
禁
止
条
約
を
力
に
核
兵
器
の
な
い
平

和
で
公
正
な
世
界
の
実
現
に
む
け
て
大
会
を

成
功
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、
ご
い
っ
し
ょ
に
行
き
ま
し
ょ
う
。  

（奥
村
の
り
子
）  

 

 7月 15日、いずみ山系の巨大太陽光発電を考

える会主催の専門家を迎えての大学習会です 

 

 


